平成24年度　第4回ＯＰ協会理事会議事録

日本OP第4-11-9号
日時：平成24年3月17日（土）15:00～19:30

場所：　和歌山セーリングセンター

参加者：周東監事、秋山監事、濱本理事長、矢野理事、榊原理事、田中理事、花田理事、深沢理事、富沢理事、荒川理事、河内理事、岡田理事（順不同）

議事録
岡田
確認者
矢野理事（東日本）、田中理事（西日本）

議事に先立ち、上記議事録作成者と確認者を決定し、濱本理事長を議長として審議を実施した。

審議事項

議題1　レース委員会よりの議題　花田理事、富沢理事
　(1)全日本大会枠の申請状況について

・２０１２年度の全日本枠付与大会は、すべて本申請となった。（申請状況参照）

・２０１２年度の全日本大会後の大会は、全日本大会終了後、再度本申請を行う。

　以上の議題に対し、

・申請レースの大会枠数を検証、一部修正を実施した。（申請状況参照）
・公平を期すため、参加クラブ数、参加者数、レース数に応じた全日本枠を付与するよう、来年度より、再度、一定の基準を設けることとする。
　(2)全日本大会枠の付与について

・開催済み地区大会の報告

・開催済み地区大会の大会枠付与決定

・最終選考会終了後、大会枠取得者をＨＰにて公表

　以上の議題を承認し、

・今後は、大会終了後に枠を確定→各理事へメール→承認→ＨＰ公表の流れとする。

　(3)２０１２年度全日本選手権大会（葉山開催）の準備状況について

　・大会日程：８月２３日～２６日を予定
　・ＪＳＡＦへの申請は深沢理事が行う。

　・大会実行委員：青山氏（葉山町）、深沢理事、榊原理事、矢野理事

レース委員長：京黒氏（神奈川県連）予定
プロテスト委員会：国見副会長が調整する。

　以上の議題を承認し、

　・ＮＯＲ、ＳＩの作成、運営体制の再確認、オフィシャルホテルの確保等、順次、準備していく。
　(4)２０１３年度アジア選手権大会の準備について

・日程：２０１３年８月２１日～３０日でＩＯＤＡの承認を得た。

・チャーター艇：ビルダーの信頼性、価格を検討。ＦａｒＥａｓｔ社に決定。

・実行委員を選定し、役割分担、ロードマップを次回理事会にて検討する。

・アジア大会のプレゼンテーションを今年のワールドとアジア各大会で実施する。

・プレゼンテーションはＮＯＲに沿って行うため、ＮＯＲの作成が必要となる。

　以上を確認した。

　(5)２０１２年度最終選考会開催地について

・ＨＰにて開催希望地を公募することとする。
　(6)ＮＯＲ、ＳＩの標準化作業の進捗状況について

・プロジェクトチームにより第１回ミーティングを実施。

・各書式（案）を作成、理事全員で検討していく。

・方向性は、ＩＯＤＡを参考にＪＯＤＡの実態に則した形で修正していく。

・５月理事会で纏め、２０１２年度東西選手権、全日本選手権で使用する。

　以上の説明があり承認し、継続検討することとした。

議題２　強化普及育成海外派遣委員会よりの議題　田中理事

　(1)２０１２海外派遣予定について

・アジア選手権大会（７名）２０１２年６月２日～１０日　スリランカ

・ヨーロッパ選手権（４名）２０１２年６月３０日～７月８日　イタリア

・世界選手権（５名）２０１２年７月１５日～２６日　ドミニカ共和国

以上の各大会が１ｓｔエントリー済み。今最終選考会後に各チームへ引き継ぐ。

・北米選手権（４名）２０１２年１０月２１日～２９日　メキシコへの参加可否は、

　現在不明。参加可能の場合は、最終選考会順位の、次点の上位選手よりヒアリングし内定する。

　以上の確認を行った。

　(2)ＮＴ選手、役員のＪＯＤＡ、ＪＳＡＦ登録について

・ＮＴ選手はＮＴ合宿申込締切（４／１６）までに登録する。未登録者は派遣しない。

・今年より役員も理事会の承認後、ＪＳＡＦ会員、ＪＯＤＡオペレーションスタッフの登録を行う。

　以上を確認した。

　(3)ＮＴ合宿について

・日程：２０１２年４月２８日～３０日　和歌山セーリングセンター

・ＮＴ選手父兄、ＪＯＤＡ理事で開催し、コーチは宮川恵子氏（和歌山セーリングセ

　センター）を招聘する。

・参加理事の確認。

以上を承認した。

　(4)ＮＴコーチ

・２０１２年ワールドコーチは、鈴木氏（和歌山）もしくは宮川氏（和歌山）とする。

・２０１３年以降の、ワールド、アジアコーチは、ＪＳＡＦとも協議しながら進める。

・ワールド派遣の援助内訳を再検討した。

　(5)１５ｔｈアジアセーリングチャンピオンシップ報告

・２０１２年２月１６日～２５日　ランカウイにて開催され無事終了。

　榊原健人（藤沢市）１５位、鈴木爽人（葉山町）１６位、　田中美紗樹（B&G兵庫）

　７位、須河内茉里（藤沢市）１２位

　以上の報告があった。

議題３　計測委員会よりの議題　荒川理事

　(1)計測員資格の有効期間について

・公式計測員１０名（有効期間４年）、準計測員７８名（有効期間１０年）

・ＪＳＡＦの管理上、ＲＲＳの改訂にあわせて４年ごとに更新。

・２０１３年は更新の年であり、全国２～３箇所で講習会を計画する。

　以上を承認した。

　(2)Ｂクラスの位置づけについて

・ Ｂレース参加の、基本的ガイドラインの検討。

· Ｂレースのルール・入門競技規則（案）の検討。

· 規則を簡素化し実用に合わせ運用したい。ＩＳＡＦ等でも検討がなされている。

　以上の説明があり、

・Ｂクラスの活性化は、重要課題であり今後継続して検討することとした。

その他

(1) 新規クラブのＯＰ協会加盟について

鳥取より新規クラブの設立およびＯＰ協会加盟承認の依頼があり、ＯＰ協会クラブ加盟規約に則って承認した。（Ｂ＆Ｇ鳥取海洋クラブ）
　(2)ニュージーランドワールドの報告

・コーチとして行っていただいた鈴木國夫氏より、報告がありました。

・貴重なお話を聞くことができ、最終選考会参加選手にも話していただく時間ができました。

次回の理事会は、平成２４年５月１２日（土）もしくは１３日（日）の予定。
以上
